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板書をノートに写さなきゃ！でも、書くのは苦手だな。

⑤　協議用ワークシート
イ「板書」（小学校）


背　景
実態把握
Ｃさんの場合（小３：通常の学級）
・手指に軽度のまひがあり、医療機関（作業療法士）でリハビリを受けている。書字はできるが時間がかかる。また、視覚認知力の弱さから、漢字の習得が困難である。
Ｂさんの場合（小３：通常の学級、通級指導教室を利用）
・学習の理解が速く、知識も豊富であるが、気持ちの変動が激しい。特に書くことへの苦手意識が強く、気持ちが不安定になりやすい。
Ａさんの場合（小３：通常の学級）
[bookmark: _GoBack]・読み書きを含む学習全般に苦手意識を持っており、板書の文字数が多くなると、書き写すのを止めてしまうことがある。






・自閉症・情緒障がい特別支援学級の担任が特別支援教育コーディネーターを担当している。基(２) 
・校内に通級指導教室が設置されている。基（２）
・必要な児童に個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成している。基(３)
・電子黒板と実物投影機が各教室にある。基（４） 
・特別支援教育支援員がいる。基(６) 
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・個別の教育支援計画・個別の指導計画に記入、活用する。
・定期的な評価をする。
・見直しを随時行う。
評価
見直し
合理的配慮の内容
合理的配慮の内容

合理的配慮の内容

板書をノートに写すことができるようになったよ！
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